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Ｉ。はじめに
地理教育は， 何らかの価値観に基づいて事実を
選択して教授している以上， 意図しようとせざる
とにかかわらず，緩やかながら子どもに態度や価値
観を形成するものとなっている。そうだとするなら
ば，地理教育が閉ざされた態度形成や価値注入に
陥ることなく，より開かれた形で人間形成に積極
的に関わることのできる手立てについて考えていく
べきであろう。 その手立ての一つとして， 地理教
育のなかで現代世界の直面する諸課題を取り上げ，
子どもにその解決策について考えさせることを通し
て，民主主義社会の構成員として必要な資質，す
なわち市民性を育んでいくことが挙げられる。
地 理教育による市民 性育成 については， 特 に
1980 年代以 降のイギリスで盛んに議論されてきて
おり，その傾向 は地理教育において社会問題を取
り上げる形で如実に表れている。 それは， 計量革
命によって法則定立志向を強めた当時の地理学研
究が社会の現実問題にほとんど目を向けていない
ことを批判し，学問としての社会的有効性を問い
直そうとして発生したラディカル地理学運動 の影
響を強く受けたものである。 わが国では， 姫野毅
氏が地理によって社会的不平等を学ばせるプロジェ
クトIssues in Geography ” を事例にして，そ
の動向を具体的な形で伝えている1）。さらに，2000
年 版ナショナルカリキュラムには，社会系 教科目
のなかに地理科と歴史科に加えて新たに市民科が
設 置された2）。市民性育成は国家を挙げて取り組
むべき課題として意識されている。
このように，イギリスにおける最新の動向は，市
民性育成により積極的に関わろうとする地理教育
を考えていく上で示唆に富むものである。これまで
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のわが国における社会系教科教育の動向を見れば，
市民性の育成は市民的行動そのものを学習対象と
して取り扱う公民領域（政治・経済・社会）が中
心的に担うものというとらえ方が一般的ではなかっ
たか。 結果として，その学習内容は，やはり子ど
も自らが見聞き行動することのできる帰属社会に
関するものに偏りがちではなかったか。
そこで，本稿では，イギリスにおいて見出される
市民性育成を目指す地理教育論を取り上げ，今後
の地理教育改革のために示唆を得ることにしたい。
そのために以下の順で論を進めることにする。まず，
結論を先取りして，問題解決を基盤として市民性
育成を目指す地理教育論について仮説的に提示す
る（皿章）。次に，その地理教育論 に基づいた教材
事例を取り上 げ，教育内容の事実に即しながら論
証を試みる（Ⅲ章）。そして最後に，本稿で取り上
げた教 材事例 の特質 と意義 についてまとめたい
（IV章）。
ｎ。問題解決を基盤とした地理教育
１．ローカルな空間に引きつけたグ囗－バルイシュー
の理解
グローバル化の進展著しい現代世界では， 各地
域が直面している社会問題にもさまざまなレベルの
ものがある。その一つとして，地球的規模における
人口増加や資源枯渇，自然環境の悪化などのよう
な地球全体での課題解決への取り組みが求められ
ているグローバルイシューがある。ただ，それらは
あまりにも広範囲にわたるため，ローカルな空間に
おいて可視的な変化として現れてこない限り，リア
リティをもってとらえることが困難であることが指
摘されている3)。
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しかし， その一方で，どこに道路や工場を建設
し，どこでどのような農作物を栽培するかといった
ローカルな空間における諸課題，すなわちローカル
イシューとそれに対する解決策は，先に述べたグロー
バルな現象と無関係かというとそうではない。ロー
カルな規模における諸課題とそれへの解決策が積
み重ねられて，今日の世界が作られ，グローバルイ
シューが出現している。グローバルな現象は常にロー
カルな空間における出来事と結びついている。
ゆえに，いかにしてグローバルイシューをローカ
ルな空間に引きつけて現実味を帯びたものとしてと
らえさせ，ローカルな空間における問題解決がグロー
バルな現象につながっていることを的確に把握させ
るかが課題となる。 その点で，地理教育は，現代
世界が共通して抱える諸課題を地域に表れた現象
を通してより具体的に認識させるとともに，グロー
バルレベルとローカルレベルの空間的な相互関係を
とらえさせることが可能であるＯ
２。既に為された解決策の地域性を踏まえた検討
地理教育を通してこれらの諸課題を学ばせる場
合，子どもにその解決策そのものを考え出させるの
か，あるいは解決策 の立案から一歩引 き下がるの
か。この点が方法上鍵となってこよう。
子どもに解決策を求めるのであれば，ややもすれ
ば教師の指導によって一定の解決策へと方向付け
られていく恐れもある。また，それが子どもとの関
わりが薄い他所の問題であれば，地域に即した解
決策を求めることはなおさら困難であろう。擬似
的に解決の方途を模索させる形式的な学習では，
教育的意義の少ないものに堕する恐れがある。肝
腎なことは，問題解決をさせるよりも，それを支え
る基礎的な認識をいかに鍛えていくかにある。
そのために，地理教育だからこそ実践可能であ
り，より有意義な手立てとして考えられることは，
世界の各地域で既に為された解決策について，地
域性を踏 まえて検討させることである。 自国の，
それも身近な地域における事例に限定せず， 世界
各国のさまざまな事例を取り上げることで， 地域
による問題解決過程の差異や類 似性を知ることが
できる。そして，なぜそのような解決策が採られた
のかを問うてゆけば，おのずと問題状況を生み出し
-
ている各地域の構成要素やメカニズムを認識させ
ることが期待できる。
３。市民性の基礎となる政治的リテラシーの育成
現実の社会における問題解決過程 は一回的なも
ので終わらず，絶えざる問題状況の出現によって
繰り返されていくものである。したがって，解決策
は果たして本当 に充分なものだったのか，問題状
況はどの程度改善されたのか，新たな問題が生じ
てはいないか，というように，為された問題解決を
決して絶対的なものとしてとらえることなく，常に
具体的事象と照らし合 わせてその有効性を反省的
に吟味させることが求められる。
イギリスでは，昨今の地理教科書・教材などで，
子どもに意思決定や社会参加を迫るようなアクティ
ビティが増えているが，この傾向に警鐘を幃らす向
きも見受 けられる。例えば，地理教育と政治 的内
容の関わりについての著作が多いHuckle は，以下
のように主張する。
「’政 治教 育のアプ ローチは， 積 極行動 主義
(activism) やコミュニティーとの関 わり合い
(involvement) を強調しがちである。 その支持
者たちは，政治は行動することによって学ばれる，
知識や思考技能を教え込むよりも社会的に行動さ
せたり参加させたりすることのほうがより効果的
な教育手段である，などと主張してはばからない。
…中略…そのような行動に対するリフレクション
こそが，政治的リテラシーを育成するための大き
な後押しを果たしてくれているのである。」4）
政治的リテラシーとは，匚論争を解決させるため
の手続きを理解できる能力」と定義されており5），
政治的な論争に加わることができるような実践的
行動力を指しているのではない。したがって，実践
的な行動力育成より一歩引き下がり，問題解決を
対象化することではじめて，問題解決の妥当性や
有効性について批判 的に吟味することのできる資
質，すなわち市民 的活動を行っていく上で基礎と
なる政治的リテラシー育成が達成されるのである。
そこで， 本稿では， 上記 の考え方が明瞭に表れ
たイギリス地理教 材 『問題解決の地理 ：変 化す
る世 界 の分 析(Problem-Solving Geography,
Analysis in ａ Changing World) 』（以下，本教
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材）を取り上げる6）。本教材は, Norman Ｌａｗ と
David Smith の二人の高校教師によって執筆され
ており, GCSE 試験からＧＣＥ試験Ａレベルま
での幅広い範囲の中等教育修了試験の受 験を志願
する生徒を対象とした地理教材である气
Ⅲ. Problem-Solving Geography の内容 構成
１． 全 体 計画 一 グ ローバ ル・ ローカ ルイ シュー の
局 地的 把握一
本教材 は表 １に示すように， 問題 解決 のプロセス
について解説している導入的単元（「イントロダクショ
ン」）のほかに，６つの単元から構成されている。
本 教材 全 体 は， 現 代 世界 が直面 してい るグロ ー
表１　『問題解決の地理：変化する世界の分析』の全体計画
イントロダ クショ ンー変化へ の対処
第１単元　危機 一危機 とは何か ？
第２単元　環境 一他の誰か の問題 なのか ？
第３単元　小さな歯車 と巨大な車輪
第４単 元　情報と交通手段
第５単元　 農業発展へ のアプロ ーチ
第６単元　 地球的規模 の行動計画 とは ？
Law,N.  and Smith,B.,Problem-Solving  Geography,  Analysis
in  a Chang 丿ng World, Stanley Thornes, 1993.より筆者訳出
バルイシューやローカルイシューを，世界のさまざ
まな地域事例を通して局地的に把握させ， いかな
る解決策がとられているかについて認識させるよう
に編成されている。 表２は， 本教材の全体構成原
理を筆者なりに示したものである。
第 工単元 匚危機一危機とは何か？」では， 自然
環境や社会環境を含めた広範囲の地球環境を領域
に設定し， それに関連する危機的な問題状況と解
決策が提示される。 例えば，地球温暖化やオゾン
層破壊，人口増加などのグローバルイシューが突
きつける厳しい現実を， 中国や中東諸国，エジプ
トの事例をもとにして局地的にとらえさせ，特定
物質の生産・使用の段階的廃止，人口抑制政策の
導入といった解決策を学ばせている。
第２単元から第 ５単元までは，扱う問題の生起
する規模がグローバルなそれからロ ーカルなそれへ
と転換する。第２単元「‾環境一他の誰かの問題な
のか？」では，地域環境を領域として，それに関
連する身近な問題状況と解決策を提示することで，
子ども自身の生活に深く関わったものであることを
表2　Problem-Solving Geography の全体構成原理
－グローバル・囗－カルイシューの局地的把握－
単 元
問題の内容 と解決策
事 例地域
問題領域 問 題状況 解 決 策
１ グ
囗
｜
バ
ル
イ
シュ
｜
地球環境
地球温暖化
オゾ ン層破壊
特定物質 の生産・ 使用の段階的廃止 (事例無し)
人口増加 人口抑制政策 の導 入 中国
水資源の確保 ダ ムの建設 中東 諸国， エ ジプト
６ 資　　 源
途上国における森林伐採 先進国 によ る投資 ブラ ジル
化 石燃料 に代 わるエネルギー 水力発電・風力発電 カナダ・ケベッ ク州
アメリカ・カリフ ォルニ ア州
廃棄物の増加と鉱産資源枯渇 リ サイ クルの推進 ガーナ
ツ ーリズ ムによ る環境破壊 エコ ツーリズムの普及 タイ
２
口
Ｉ
カ
ル
イ
シ
ユ
｜
地域環境
国内経済の再建 プ ランテ ーショ ン農業 による対 外輸出 グアテマラ
田園地域の開発 地域開発 に対す る住民 の同意 イギリス， バ ークシャー州
海岸砂丘の侵食 観光客の立 ち入り規制 イギリス, Magilligan
アメリカ・カロ ライナ地方
鉄道の敷線ル ート選択 環境影響評価 イギリス
３
商 工 業
企業 の生 産コスト上昇 国際分業体制 の確立 イギリス・タイ ンア ンド ウィア州
地域による経済格差 テクノ ポリス構想 日本 ・新 潟県
社 会主義 諸国の経済遅滞 経済政策 の転換 東 ヨ ーロッパ諸国
４
農村地域の過疎化 テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ヨ ン イギリス
都市中心部の過密化・空洞化 店舗の郊外移転・中心部再 開発 イギリス・レディ ング
地 域格差・工 業地域 の衰退 ハイテ ク産業・外国資本 の誘致 フ ランス・ピカルディ ー地方
５ 農　　 業
食 糧の増産 品種改良（緑 の革命） 東南 アジア諸国
生 産性の向上 人民 公社か ら生産請負制 へ 中国
先 進国 における農業遅滞地域 農場におけ る経営多角化 イギリス・イング ランド中部地方
途上国 への農業技術支援 アグリビ ジネス (事 例無 し)
Law,N.  and Smith,  D.,Problem-Solリ伍ｇ Geography,  Analysis 171 a  Changing World, Stanley Thornes, 1993. より筆 者作成
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認識させようとしている。例えば， 田園地域の開
発に対してはイギリス・バークシャー州における住
民同意を得ていく解決過程が，海岸砂丘の侵食に
対してはイギリスMagilligan で実施されている海
岸区域への観光客の立ち入り規制が，それぞれ取
り上げられている。
第 ３単元 匚小さな歯車と巨大な車輪」では，商
工業を領域として，企業や自治体，国家が関わっ
た問題状況と解決策を取り上げている。 例えば，
生産コストの上昇という経営上の問題状況に置か
れた日本の自動車会社が，その解決策として低廉
な労働力を有するイギリス・タインアンドウィア州
に進出し国際分業体制を確立させていく様子を認
識させるものとなっている。
第４単元 匚情報と交通手段」では， 同じく商工
業を領域としながらも，主にコミュニケーションの
進歩によって生じた商工業立地の変容と関連させ
る形で，問題状況と解決策を取り上げている。 例
えば，交通手段や交通網の進歩によって生じた都
市中心部の過密化・空洞化現象に対して，店舗の
郊外移転や中心部再開発が進展していく過程を，
イギリス・レディングを事例にして把握させている。
第５単元 匚農業発展へのアプローチ」では，農
業を領域として，それに関連する問題状況と解決
策が提示される。例えば厂 層性的な食糧不足とい
う問題状況とそれを打開するための解決策として，
東南アジア諸国を事例にして，一 連の品種改良 や
栽培技術の改善へ向けた取り組みを考察させるも
のとなっている。
最後の第６単元「‾地球的規模の行動計画とは？」
では，再び問題の生起する規模が地球的なそれへ
と拡大され， 資源やエネルギーに関連した問題状
況と解決策が提示される。 例えば，途上国におい
て広く見られる森林伐採という問題状況に対して，
先進国の投資によって乱伐を抑制しようとする解
決へ向けた取り組みを，ブラジルを事例 にして局
地的にとらえさせている。
このように，本教材では，地球環境や資源に関連
したグローバルイシューと，地域環境や各種産業に
関連したローカルイシューを取り上げ，各々の問題
状況とその解決策を，事例地域を通して局地的にと
らえさせているｏ 常に地域に生起している出来事と
結びつけて提示することで，漠然としたグローバルイ
シューをより現実味を帯びたものとして認識させる
ようになっている。また，子どもに提示する問題の
生起する規模をグローバルなそれからローカルなそれ
へ，そして再びグローバルなそれへと入れ替えること
で，まず現代世界におけるグローバルイシューの深
刻さを直観的に把握させ，次にローカルイシューを
細かに分析させることで問題を生起させている原因
や構造をとらえさせる。そして最後に，再び資源に
関するグローバルイシューを取り上げて，今後のあ
るべき行動計画について子ども自らが主体的に考え
ていくことを促進させるようになっている。
なお， 本教材で提示されている諸問題の解決策
は，決して万全なものではなく，むしろ別の新たな
問題の引き金となりかねないものがほとんどである。
例えば， グアテマラでプランテーション農業を推進
することは，土地利用において先住民のインディア
ンとの衝突を招いている。 本教材は，単なる一 回
的な問題解決過程の考察に終始させず， 子どもに
より望ましい解決策について常に探求し続け，よ
り高次なレベルの学習へと発展する可 能性を保証
している。
２。単元構成一問題解決の進行過程の空間的把握－
①認 識対 象 ：変 化 のパターンと地 域事例への適用
単元 は， ある問 題 状況 に対 して ある対 処が為 さ
れ， その対 処が別 の新 たな問 題を 生 みだ し， さ ら
に次 の対 処が為 さ れてい くとい うよう に， 問題 解
決が 次々 に進 行 してい く過 程を連 続 的 にとらえさ
せることを通 して， 地 域 に表 れる変化 を認 識 させ
るように構成 されている。 第 ４単 元 「情 報 と交 通
手段」 を事 例にして， 単元構 成を説明 していこう。
各 単元 は， ある主 題が 付け られた複数 の内 容群
に区 分で きる。 本 教材 では明 記 されていないが，
これを小単元 と呼ぶことにする。 それに従えば， 第
４単元 は表 ３に示すように， 小 単元 １「新 しい 考
えを採 り入れるとき，パターンを予想できるのか ？」，
小単 元 ２「新しい労 働 のパターン」，小 単元 ３「さ
らな る研 究－ レデ ィングにおけ る ショ ッピング」
（各 小 単 元 の番 号 は 筆 者 が 便 宜 的 に 付 け た） と
「問題 解決 課題 ：フ ランスにお けるハイテク産業 の
立 地 」 で 構 成 される。問 題 解 決 課 題(Problem  -
－28 －
Solving Exercises) は各単元に必ず一つ以上は設
けられている。 その他の小単元が解説中心である
のに対して，問題解決課題 は子どもの学習活動を
重視して編成されている。
第 ４単元の内容構成を筆者なりに整理したもの
が表 ４である。 縦軸には単元展開を，横軸には内
容設定の基準をそれぞれ示している。第 ４単元 は
商工業に関連する問題状況とその解決策を取り上
げるものだが， とりわけ輸送・通信手段の発達に
よって生じた商工業立地の変化 について考察させ
るものになっている。
単元は， 社会事象が変化するパターンを把握さ
せる段階（第 ４単元の場合，小単元１と小単元２）
と， それを地 域事例 に適用して研究させる段階
（小単元３と問題解決課題）に大きく分けられる。
まず，小単元１では，馬車が主要な輸送手段であっ
た時代に遡り， 当時の都市では馬単 暘のもたらす
糞尿が都市衛生を悪化させているという問題状況
下にあったことを把握させている。やがて内燃式エ
ンジンを搭載した自動車が開発されると，前の問
表３　第４単元「情報と交通手段」の構成
小 単元 １　新しい考え を採 り入れる とき， パ ター ンを予 想
できるのか ？
小 単元 ２　新しい労働 のパ ターン
小 単元 ３　さらなる研 究－レディングにおけるショッピング
問 題解決課題　フ ランスにお けるハイテク産業 の立地
Law,N.  and Smith,D  ,,Problem-So面 河Geography,  A 心 肺 必阮 α
働 匹 がng  World, Stanley Thornes,1993. pp.131-155.より筆者作成
題状況は徐 々に解決を見ることとなる。 ここまで
の段階を便宜的に第一次の問題解決と呼ぼう。
しかし， 自動車の開発は別の新たな問題状況を
生みだした。自動車を利用するにはあまりにもイン
フラストラクチャーが不備であること，自動車があ
まりにも高価であることなどであるＯ自動車を普及
させるためには，利用者にとって好都合な環境を
整える必要性が生じたのである。 これらの問題状
況は，やがて舗装道路が整備され，自動車の大量
生産が可能になったことで一応の解決を見る。こ
こまでが，第二次の問題解決過程である。
だが，問題状況は絶えることがない。 自動車を
始めとする輸送手段の進歩・普及は， 商工業 に対
して長距離大量輸送を要求するようになった。企
業 にとって， 距離的に離れたものどうしで意思疎
通を緊密に図ることが課題となったのである。それ
らは，電話やファクシミリ，インターネットなどの
通信手段の発達，いわゆる情報革命によって徐々
に解決されていっている。ここまでが第三次の問題
解決過程である。 このように，小単元１は，子ど
もが輸送・通信手段の変化していくパターンをと
らえさせるものとなっている。
続く小単元２では，就業構造が変化していくパ
ターンをとらえさせるものになっているＯ農村部で
は職業選択 の機会が少ない上 に低収入であること
から，多 くの人々が職を求めて都市部へと集まっ
表４　第４単元 厂情報と交通手段」の内容構成
一問題解決の進行過程の空間的把握－
レ 内容設定 の基準グ ブ 問題解決の進行過程 の空 間的把 握
第一 次の問題解決 第二次 の問題解決 第三 次の問題解決
問題 状況 解 決 策 問題状況 .解 決 策 問題状況 解 決 策
小
単
一
兀１
パタ ーン
の把握
輸送・通信手 段の
変化 パタ ーン
馬車馬 が もた
ら す糞 尿によ
る都市 衛生 の
悪化
内燃式 エ ンジ
ンを搭載 した
自動車の開発
自動 車を利 用
し やすい環 境
の整備
舗装 道路 の整
備， 自動車 の
大量生 産 の開
始
長 距離・ 大量
輸送 に伴う意
思疎通
通 信手段 の発
達( 情報革命)
小
単
一
兀２
就業構造 の
変化パタ ーン
農村 におけ る
職業 選択の少
なさ，低収入
都市への求職 過 疎化 の進 む
農村 の再生
コ ンピュ ータ
を利 用し た自
宅就労
小
単
一
兀３
地域事例
研究
商
工
業
立
地
に
見
ら
れ
る
変化
イギリス・レディ
ン グにお ける 商
業立地の変化
小売店 への自
動車 による ア
ク セスの悪さ
駐 車場を 確保
した ショッピ
ン グ・ モ ール
の建設
地 価の上昇，
中 心部 の過 密
化
店舗 の郊外進
出
店舗 の撤退 に
よる中 心部 の
空洞化
レデ ィング駅
を 核と した再
開発
問
題
解
決
課題
フ ラン ス・ピ カ
ルデ ィ ー地方 に
お ける工 業立 地
の変化
首都パ リ周辺
へ の工 業の集
中
開発が遅 れて
いる地域 ヘハ
イテ ク産 業の
誘致
既 存の重化 学
工業 地域 の衰
退
外国 資本 によ
る投資 の誘致
Law,N. and Smith,D･,Problem-So 面 昭Geogri 叩 妙Analysis  in a Chan,がng  World, Stanley Thornes,1993･ pp ユ31-155.より筆者作成
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ていく。 農村では過疎化が進行し，再生が叫ばれ
る。 コンピュータなどの進歩が自宅就労を可能に
し， 農村での就業機会を増大させることが期待さ
れるようになる。このような具合に，就業構造のパ
ターンが輸送・通信手段の進歩にあわせて変化を
している様子を認識させようとしている。
②認識方法：地域事例における事象の空間的移動
次の段階の地域事例研究では，先の段階で把握
した輸送・通信手段および就業構造に見られる変
化のパターンについて，地域事例に適用させること
でより具体的に認識させるようになっている。その
ために，地域事例に表れる変化を，事象の空間に
おける移動としてとらえさせるものとなっているＯ
小単元 ３の場合， イギリスのレディングを事例
として，商業立地に見られる変化を，商業店舗の
集積・拡散という形で認識させるものになっている。
内容に即して説明しよう。まず，自動車の普及後，
ドライバーにとってアクセスしづらかった小売店が
駐車場を備えたショッピングモールへと生まれ変 わ
る。その後， レディング中心部における地価の上
昇や過密化によって店舗が郊外へと進出してゆく。
その結果，空洞化現象が起きた中心部では， 駅を
核とした再開発計画が進められるようになる。この
ような具合に，輸送 ・通信手段の進歩を受けて生
じたレディングの商業立地変化を，一 連の問題解
決過程として，そして店舗の集積・拡散という空
間的な視点からとらえさせている。
また，最後の問題解決課題の場合でも，首都パ
リ周辺への工業 の過度な集中が引き起こしている
地域間格差という問題状況に対して，通信手段の
変化や就業構造の変化 によってその必要性が増大
しつつあるハイテク産業を地方へ移転させて工業の
分散化を図ろうとする試みを，フランス・ピカルディー
地方を事例として示すことで空間的に把握させて
いっている。
問題状況に対して何らかの解決策を講ずれば，
当初の状況は収束していくかもしれない。しかし，
それで問題状況が一掃されることはほとんどないの
が現実であって，すぐさま別の問題状況が表れる。
したがって，問題解決は一 回で終わらず連続的に
進行していく。本教材は問題解決の進行過程を連
－
続的 に探求させるように単元を構成している。 さ
らに， 問題解決過程における変化のパターンを地
域事例に適用して空間的にとらえさせることによっ
て，問題状況とその解決策をより具体的に認識さ
せるようになっている。
３。学習過程一問題解決過程の反省的吟味一
本節では，学習過程がどのように組織されてい
るかを明らかにするために，第 ４単元 「’情報と交
通手段」 のなかの「問題解決課題 ：フランスにお
けるハイテク産業の立地」（以下，本課題と略記）
を取り上げる。本課題の学習過程を筆者なりに教
授書の形へ加工したものが表５である。
本課題では，まず最初に「‾フランスの中で比較
的開発が遅れている地域に， どのようにして雇用
を引き寄せることができたのか」という問いが示さ
れている。フランスではパリ周辺と地方の格差が大
きいという問題状況に対して， 雇用を引き寄せる
という解決策が実行されたことが，つまり結論とし
て至った解決策が， 始めから提示されている。学
習過程で子どもに求められていることは， 解決策
を考えることではなく，既に為された解決策につい
て反省的に吟味することである。
そのために，学習過程は問題解決過程を対象化
し， 反省的に吟味させるように展開していく。学
習展開は，問題解決に関わった要素を分析する段
階(1), 要素を総合する段階（２），問題解決の
実行例と照合する段階（ ３），問題解決の有効性
を評価する段階（ ４）というように四段階に細分
化できる。以下，各段階について教授学習過程の
事実に即しながら説明していこうＯ
まず，一番目の段階では，問題解決に関わった
要素として，地域格差の実態， ハイテク産業の立
地特性および地位，政府の政策を確認させている。
フランスでは，サービス部門の雇用が卓越したパリ
やマルセイユなどの大都市付近とは対照的に，そ
れ以 外の地域に農業・工業部門における雇用の割
合が高いことを把握させている。また，ハイテク産
業は価値の高い製品を生産しているため，立地条
件があまり制約されないという立地特性を認識さ
せているＯ続いて，売上高，市場総額，雇用など
の各側面から，今後もフランスにおけるハイテク産
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表５　問題解決課題「フランスにおけるハイテク産業の立地」の教授学習過程
一問題解決過程の反省的吟味－
学習過程 の組 織 教師による指示・発問 教 授学習 過程 獲 得される知識
為された問題解決 の提示
フ ラ ンス の中で 比 較的 開 発が
遅 れ てい る地 域 に， どの よう
にし て雇 用を 引 き 寄 せる こ と
がで きたのか ？
Ｔ： 発問 する
Ｐ：答え る
○ フラ ンスで は， パ リを 中心 とする地域 とそ の他 の地域
と の間で格差 が広 がって いた。
○フ ランスで は地域間格 差を是正 する ためにハイ テク産
業を始 めとする工業を地方 に誘致した。
1. 問題 解 決
に関 わ つ
た 要 素 を
分析する
地 域 格 差
の実態
各 資料 を 検討 し， フ ラ ンスに
お け る現 在 の地域 格 差 （不 均
衡） の 様子 につ いて 叙 述 しな
さい。
Ｔ：発問 する
Ｐ：答え る
○フ ランスで は， パ リやマル セイユなど の大都市付近 の
地域 にサ ービス部 門の雇 用が卓越 しており， そ れ以 外
の地域 には農業・ 工業部 門にお ける雇用 の割合が 依然
として 高くなって いる。 フラ ンスで は， パリを中心 と
するイ ル・ド ウ・フ ランス(Ile-de-France) 地域が核 心
地域 となっており， そ れ以 外 の周辺 地域 との格差が 広
がっている。
ハ イ テ ク
産 業 の 立
地特性
ハ イ テク産 業 は， な ぜ他 の産
業 に比 べて よ り 強い業 種 な の
か説明しなさい。
Ｔ ：発問す る
Ｐ：説明する
○ ハイ テク産業 は小 さいな がら も価値 の高い 製品を生産
して いるため，立地条件が あまり制約される ことなく，
消費 地か ら離れ たところで も製品を生 産で きる。 他 の
産業 の場合， 原材 料また は市 場を志 向する ため， 立地
条件 が制約 されている。
ハ イ テ ク
産 業 の 地
位
各資 料を もと にして ， フ ラン
ス にお け るハ イ テ ク産業 の地
位 につい て， そし て， 将 来八
イ テ ク産 業 が ます ま す重 要 に
な るのか 否 か につ いて 叙 述し
なさい。
Ｔ ：発問する
Ｐ ：答え る
○売上 高，市 場総額， 雇用 などの各側面 において， フ ラ
ンスにお けるハイ テク産業 の地位が上昇 して いるこ と
は明 白で， 今後 もますま す重 要にな ることが期 待で き
る。
政 府 の政
策
フ ラ ンス政 府 によ る企 業 誘致
のパ タ ー ンか ら， 政府 に よる
企 業 へ の支 援 の背後 にど のよ
うな論 理が見出されるか。
Ｔ： 発問 する
Ｐ：答え る
○フ ラン ス政 府は， パ リに近い 地域 に移転 を計画 してい
る企業 に は支 援を行 わず， パ リから離 れた地域 に進出
する企 業に対 して最大 レベル の支援を行 ってい ること
か ら， パ リを 中心 とする核心地 域へ の産業 ・人口 の集
中を抑 制し， 周辺 地域 への企業 の進出を 促進す ること
で，国 内にお ける地域格 差の是正， 均衡 のと れた地域
開発を目指してい る。
2. 問 題 解 決
に 関 わ つ
た 要 素 を
総合する
ハ イ テ ク
産業 の 分
布 に 見 ら
れる変化
分 布図 や ロ ーレ ンツ曲 線 の作
成 を通 して ， フ ラン スが ハイ
テク 産業 を 周辺 地域 へ 誘致 す
るこ とに 成功 し てい る とい う
こ とを示し なさい。
Ｔ：指示す る
Ｐ：作図す る
○省略
3. 問 題 解 決
の 実 行 例
と 照 合 す
る
ヒカ Ｆ ィー
地 方 に お
ける 外 国
資 本 の 誘
致活動
本文を読 みなさい。 Ｔ：指示す る
Ｐ：本文を読
む
○ 近年， フラ ンスにおけ る地域計画 の多 くが， 海外 から
の投資を取 りつ けるこ とによって， 産業基 地の活性化
へつ なげようとしている。
○ ピカ ルディ ー地方 議会 は， 地域内 の企業 による外国 へ
の製品輸 出を促進 するた めに， 諸外 国の コンサル タン
ト 企業 との提携を決 定し た。 希望 する外国 の提携先を
招 いて， ビ ジネス・コ ンベン ショ ンを催す こと も計 画
さ れて いる。
○ ピカル ディ ー地方 の利点 として，パ リ大都市 圈 の北部
に位置して おり， ロ ンド ンーパ リーフラ ンクフルト な
どのヨ ーロ ッパ の中心地か ら容易 に到 達す ることがで
きるとい った地理的 特性があ ること， そして， 伝統工
業 から近代工 業まで非 常 に多 様な形で 混在して いる，
フ ラ ンスの中で も先 駆的 な工業 地域で ある ことな どが
挙 げられる。
○ ピカル ディ ー地方 のア ミアンに は外国 資本 の電気 機器
工場が進 出しており， 大学など の研究機関 も見られる。
すべ て の資 料を 利用 し て， ア
ミア ンヘハ イ テ ク産業 を 誘致
す るこ とを 目的 にし た新 聞広
告をデザイ ンしなさい。
Ｔ ：指示 する
Ｐ ：広告をデ
ザインす
る
○省略
4. 問 題 解決
の有 効 性
を 評 価 す
る
移 転 政 策
のモニター
あな た は， フ ラ ン ス労 働 省 の
職員 と して， 移転 政 策が 周辺
地域 に機 能 して い る ことを 確
認す る ため に， どの よう な モ
ニ タ ーのプ ロ セ スを 設 け た ら
よい か。　ど のよ うな デ ータを
収集 し， そ れら のデ ー タを ど
のよう に示 せ ばよいだろ うか。
Ｔ ：発問する
Ｐ ：答え る
○各 種産業 の生 産高， 設備，雇 用 につ いて， フラ ンス全
体 の統計 と国 内の核 心地域・ 周辺地域 のそ れを 比較す
れば，移転政策 が機能しているこ とを確認で きる。
Law,N. and Smith,D.｡Problem-Solving ロ:Geography, Analysis  in a Chan,がng  World, Stanley Ｔｈｏｒｎｅｓﾕ993. pp.148-155.より筆者作成
なお，下線を記 した指示 は本教材に示 されておらず，筆者が必要 に応じて補った ものである。
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業の地位が上昇していくことを推測させている。そ
して， フランス政府が， パリに近い地域に移転を
計画している企業 には支援を行わず，パリから離
れた地域に進出する企業に対して最大レベルの支
援を行っていることから，パリを中心とする核心地
域への産業・人口の集中を抑制し，周辺地域への
企業の進出を促進することで，国内 における地域
格差の是正，均衡のとれた地域開発を目指してい
ることを読み解かせているＯ
二番目の段階では，分布図やローレンツ曲線の
作成，それらの解釈を通して， ハイテク産業 の分
布状況に変化が表れていることを確認していく。
子どもは統計から地図化やグラフ化を図る過程で
問題解決に必要な要素を総合させている。
三番目の段階では，前段階までの学習内容をピ
カルディー地方における問題解決の実行例と照合
させている。 衰退傾向にあるアミアンエ業地域を
活性化させるために， 地方議会が先導して外国資
本の誘致活動に乗り出している様子が学ばれる。
最後の四番目の段階では， フランス労働省 の職
員として移転政策をモニターさせることで，既に為
された問題解決の有効性を評 価させる。子どもが
考え出す評価方法 は一様ではないだろうが， 移転
政策が周辺地域に機能していることを診断するた
めに， 例えば，生産高や雇用 に関する国内全体の
統計 と核心・周辺地域のそれを比較するなど， 移
転政策をモニターする方法を考案し， 移転政策の
有効 歐を評価していくように発展していく。
IV. おわりに一本教材の意義と特質一
本教材の特質と意義 は，何よりも，子どもに問
題解決を迫るのではなく， 既に世界各地域で為さ
れた問題解決過程を対象化し，その有効性や妥当
性について反省的に吟味させる地理教育論を具体
化させている点に見出すことができる。
そのために，学習課題として取り上げられる問
題は，グローバルイシューとローカルイシューの両
方であった。互いに結びつき影響しあっているこれ
らの問題を地域事例に引きつけて局地的に把握さ
せることで，漠然としたグローバルイシューはより
可視的に，ローカルイシューはグローバルな現象に
影響し得るものとしてとらえさせていた。単元の学
－
習は，問題解決の進行過程に沿って，社会事象が
変化していくパターンを把握させた後に，それを地
域事例へとあてはめて検証させるようになっていた。
また，問題状況とその解決過程を，空間における
事象の移動という側面からとらえさせるようになっ
ていた。そして， 学習過程は， 地域において既に
為された問題解決過程を対象化することで，その
有効性や妥当 性を反省的に吟味させるものになっ
ていた。
本教材は，市民性育成のなかでも実践的な行動
力育成より一歩引き下がり，将来子どもが問題に
直面したときに， その解決へ向けた市民的活動を
起こす上での基盤となる政治的リテラシーの育成
に徹した， いわば基礎的市民性育成のための地理
教育を具体化させたものとして評価できよう。
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